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総 括 質 疑 並 び に 一 般 質 問（ 個 人 質 問 ） 

 

【質問日】令和３年９月３日（金） 

 

質問 

順位 
質 問 者 質 問 事 項 

５ 塩田 耕大郎 １ 県知事への要望について 

⑴ 甑島関連の要望事項について、県の手応えはどうだったのか。 

⑵ 全２３項目の要望事項の重点３項目とは何か。 

２ 甑島縦貫道の整備促進関連について 

⑴ 甑島縦貫道整備促進期成会の今後のスケジュールについて 

⑵ 整備促進の説明の中に甑島を「宝の島」と表現してあるが、どのような 

 島をイメージしているか。 

３ 甑島地域振興の特別枠の創設や優先選択等の財政支援について 

⑴ 特別枠の創設や、優先選択とはどのような内容か。 

⑵ 県への三つの要望事業（①特定離島ふるさとおこし推進事業②地域振興

推進事業③魅力ある観光地づくり事業）の要望内容と本年度も含めた過去

３年の各事業別の総事業費はいくらか。 

４ 離島活性化交付金制度の拡充・見直しについて 

・ 輸送費支援事業以外の補助率の嵩上げ、またメニューの拡充等どのよう

な内容を想定しているか。 

５ 甑島における県管理の地方港湾及び漁港の整備・保全について 

⑴ 長浜港及び里港のうねり対策について 

⑵ 里港の通路シェルターの補修・整備について 

⑶ 里港にヨットハーバーの整備を求める声があるがどうか。 

６ 甑島の老朽化した火葬場について、整備を望む声が多いがどう対処するか。 

６ 屋久  弘文 １ 今後の公立幼稚園の在り方について 

⑴ 公立幼稚園の園児数が激減し、存続の危機にあることを教育委員会とし

てどう捉えているか。 

⑵ 公立幼稚園を存続することは「民業圧迫」につながるか。 

⑶ 地域の要望に応じて設置された園もあり、存続を望む声もあることから、

園の形態を変更するなどして存続することはできないか。 

２ スマイルルーム（適応指導教室）について 

⑴ 本年３月定例会質問後の進捗状況について 

ア 要綱等の検討状況について 

イ 教職員や保護者への周知について 

ウ ４月の１箇月間を開設していないことについて 

エ 現在の指導員の配置数とその処遇について 

オ 指導員に係る研修の実施状況について 

カ 教育委員会と在籍校・関係機関・関係者との連携について 

キ 移転先の検討状況について 

⑵ スマイルルームの元保護者からの要望について 

ア スマイルルーム通室者の通知表・定期テストの取扱いについて 

イ 在籍校での各種集金について 

３ 上甑島の２診療所及び鹿島地区の診療所の再編について 

⑴ 看護師を含む医療従事者の確保は進展しているか。 

⑵ 本当に「令和４年４月」に再編できるのか。 

４ 内水排除対策について 
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７ 阿久根 憲造 １ 新型コロナウイルス感染症について 

⑴ 本市の感染者の状況について 

ア 陽性者数は 

イ 感染者の処遇や治療状況は 

ウ 医療機関への搬送状況（本土・甑島）は 

エ 感染状況の広報について 

⑵ コロナウイルスワクチン接種について 

ア ワクチンの確保状況は 

イ 個別接種の状況は 

ウ 集団接種及び職域接種の計画状況は 

エ 今後の集団接種の在り方について 

⑶ 新型コロナウイルス感染症との今後の向き合い方について 

ア 今後の感染症対策は 

イ 催し物の開催への支援は 

ウ 観光事業への支援は 

２ ７月１０日豪雨災害の対応について 

⑴ ７月１０日豪雨災害における、向田地区浸水被害について 

ア 向田排水機場の稼働状況について 

イ 向田排水機場の能力について 

ウ 浸水被災者（個人及び事業者）への対応について 

⑵ 今後の豪雨災害対策及び治水の展望について 

ア 再発防止策について 

イ 川内川流域治水について 

ウ 川内川（流域河川を含む。）水資源や景観の活用について 

８ 溝上  一樹 １ 甑島におけるコロナウイルス感染症拡大防止対策について 

⑴ 今後、来島者に対する対策等の検討はないか。 

⑵ ＰＣＲ検査証明書やワクチン接種証明書を港等の窓口で提示するなどの有効

活用はできないか。 

２ 甑島の医療体制及び施設について 

⑴ 現在、問題点はないか。 

⑵ 問題点に対し、現在計画している対策はあるか。 

⑶ 甑島における人工透析治療の必要性、重要性についての見解は 

３ 甑島地域の支所再編について 

⑴ 住民説明会、地域説明会を積極的に開催しているが、市民からどのような意

見等が出ているか。 

⑵ 本市が考える支所再編の必要性は。また、再編に伴う課題、問題点はないか。 

４ 離島高校生修学支援事業について 

⑴ 本事業の目的は何か。 

⑵ 本事業が始まって以降、甑島の中学校の卒業生数、本事業を利用した生徒数

は 

⑶ 本事業を利用しない、また利用できなかった事案はあるか。さらにその要因

は何か。 

⑷ 認定後の追跡調査、実績調査はどのようになっているか。 

⑸ 現在の対象要件は、公平、平等な事業になっているか。 

⑹ 今後、事業の内容及び対象要件の見直しの予定はないか。 

 


